


図２ 下り全列車の近傍値とB地点騒音レベルの関係

A地点の県・市騒音測定値と推定値の散布図を作

成した。

� 調査結果及び考察

１ B地点付近における予測値

B地点付近の予測値を求めようとする場合，在来

鉄道の騒音予測式２）があるが，この式では，車輪踏

面の状態まで考慮されていない。そこで，近傍値を

用いて B地点付近の騒音レベルの予測値を求める

こととした。図２に全列車下り線の近傍値と B地

点騒音レベルの散布図を示した。

下り線での一次回帰式を求めると Y（B地点騒音

レベル）＝０．７９９X（近傍値）＋６．４相関係数０．７５１

であった。相関係数の検定より，１％の有意水準で

有意であった。

B地点付近の予測値が８０dBになる近傍値は，９２．１

dBであることから，この騒音レベルを超える列車

については，車輪の削正を考慮する必要がある。下

り全列車についてみてみると，１本が該当した。

２ 経年毎の騒音レベル

B地点の県・市騒音測定値を年度別・列車種別・

上下別にパワー平均した騒音レベルを表１に示した。

平成１３年度は，ほとんどの列車で騒音レベルが高

くなっていたが，特に，２１３系（マリンライナー）

列車種別 上下別 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度

２１３系

下

７２ ７２ ７５ ７１

２０００系 ７７ ７７ ７７ ７１

１１５系 ７８ ７５ ７７ ７７

８０００系 ７１ ７１ ７２ ７０

６０００系 ７７ ７２ / /

貨物 ７９ ７８ ７７ ７８

瀬戸 ７２ ７１ ７４ ７０

１１３系 / / ８０ ７２

全列車 ７５ ７４ ７６ ７２

２１３系

上

７８ ７８ ８１ ７９

２０００系 ７９ ８０ ８０ ７８

１１５系 ７９ ７８ ８０ ７８

８０００系 ７７ ７７ ７８ ７８

６０００系 ７７ ７６ / /

貨物 ７７ ７７ ７８ ７７

瀬戸 ８０ ７２ ８０ ７８

１１３系 / / ８２ ７８

全列車 ７９ ７８ ８０ ７８

全列車 ７７ ７６ ７８ ７６

表１ B地点におけるパワー平均騒音レベル値（dB）

/：運行されていない。
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図３ A地点付近の推定値検証（散布図）

・１１３系（ローカル）の騒音レベルが評価値を高く

していた。

平成１４年度以 ABC降は，本四公団及び JR四国

の管理体制の強化により，また，新型マリンライナ

ーの導入により，環境保全努力目標値である８０dB

を２～３dB下回る状況にある。

３ A地点付近の推定値の検証

A地点の県・市騒音測定値と推定値の散布図を図

３に示した。県・市騒音測定値が８０dBを超過し，

推定値が８０dB以下を考慮する必要がある。全年度

の列車本数５７２本に対して９本が該当した。年度別

には，平成１２年度が８本，平成１４年度が１本であっ

た。有意差検定のうち t検定を行うと有意水準１％

で有意な差はなかった。

� まとめ

与島における瀬戸大橋鉄道騒音の低減化の基礎資料を

得るために，本四公団の騒音管理システムを利用し，B

地点付近の予測値を検討した。また，経年毎の騒音レベ

ルを求めた。加えて，A地点付近の推定値の検証を行っ

た。結果は，次のとおりである。

１．B地点付近の予測値が８０dBになる近傍値は，９２．１

dBであった。

２．平成１３年度は，ほとんどの列車で騒音レベルが高く

なっていた。

３．推定値で考慮する必要がある列車は，５７２本中９本

であった。
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